
ＩＭＦの｢データ品質参考文献｣サイト

１データ品質参考文献サイト(2002年５月初旬の内容)！

このサイトは．データの品磁というトピックへこの分野の参考文献を示すことによる案

内を提供している。このサイトは，またデータの品質問題についての選択した騰文と他の

源泉をふくんでいる。われわれは，追加的文献資料をふくめて，質問，コメント・示唆を

歓迎する。それらをe-mailでdqrs＠ｉｍｆｏｒｇに送っていただきたい。

●序

●文献資料

●ＩＭＦスタッフによって進行中の作業

●データ品質に関する会鍍と会合

●関連サイトへのリンク

●基迩とコードの観察に関する報告番

1.1データの品質参考文献サイトの序

SpecialDataDisseminationStandard（SDDS）は，いわゆる４つの次元一データのカ

バレッジと定期性と速報性，データへの公衆のアクセス，データの自立性（integrity>，

データの品質一における経済・金触統計の配布の隙の岐響の爽践を確認する〃この文脈に

おいて，品質とは正確性，国際的統計のガイドラインの遵守．整合性といった特徴のこと

である。ＳＤＤＳにおいて品質狄元についてとられるアプローチは，データの利川巷自身によ

る自らのニーズに従っての品質評価を促進する↑W紐の提供を呼びかけることである祠この

情報は方法輪的声明（分析のフレームワーク，概念と定義，鋭明的慣習，基本データの性

格，そして編典実践をふくむ）と,合理性に関してクロスチェックを許す悩報からなる｡

岐近の金繼危機の発生の中で，データの品質についての艶1111が生じ銃けた．例えば，金

’このデータ品質参照文献サイトは,IMFの配布基IIEプレティン･ボードIDSBB:DisseminMionStandard
BulletinBCard】（hltIj:''dsbl1.i囮ｆｏｒH′）のトソプベージにある３つの部分，すなわち，特定データ配

布基期（SDDS:SpecialDataDisscminatjoIuStandardルー股データ配布基単（GDDS:GeneralData

DissemjnatjonStandard)．データ品質参照文献サイト（DQRS:DalaQua】ityRefPrFI1coSite）のう

ちの第３の部分である。以下に訳出した】は．二二に示したＵＲＬから入っていくことしできる。
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砿市場におけるデータ利用者に対して，利用できるデータの品質を評価するのを助けるた

めの，どんな援助が提供されうるのか？インターネット上でのデータへのアクセスの増

大という現境の中で，より多くの注意をデータ品質ｌＩＵｕに梨中させる方法があるだろう

か？それらデータの品質の評価の際に，国家統計の当局は，どのようにして援助をうる

ことができ，また鍵用効率的な改善を激励する誘因として何が提供されうるのか？

ＩＭＦはＳＤＤＳとその仲間であるGeneralDataDisscminationSystem（GDDS）の両方を，

データの品質問題についての理解を増やし，データの品質の改善を奨励するために使うこ

とのできる方法についての対階を歓迎する。このサイトの股立は，この対鯖を促進するた

めの進行中の作業の一部である.その主な目的は，データ品質についての共通の理解を促

進することである。このサイトは統計界からの寄稿を引用して，データの品質の定義を紹

介し,データの品質の諸(１１１１面の110のトレードオフを述ぺ,データ品質の評価の例を与える。

平行して，ＩＭＦはマクロ経済学的な分析のために使われるデータの品質を評価する新しい

フレームワークを練り上げる作業を続ける。その狙いは，関心を持っている広い範囲のユ

ーザーが，データの品質を評価することができる統合化された柔軟なフレームワークを股

計することである。

何-1-年にもわたって，各国および国際的な統計局は,その統計活動に継続的に品質基準

を導入することと，ユーザーが統計生産物の品質に閲して十分情報を与えられていること

を保証する努力をしてきた。新しい観点が生じ続けているが，データの品衝についての多

次元的な概念をめぐっての認知できるコンセンサスが形成されつつある。これらの観点の

いくつかを説明するために，少数の臆文を選択して，以下に簡単に参照する。これらは，

このサイトを通じて，十分に評価できよう。鵡文が選択されており，データの品質に閲述

した他の文献のリストもある。

このサイトは時１mとともに変化すると考えられ，ＩＭＦはそれがデータの品質に関心を持

つ人々の川での意見の交換を促進することを望んでいる｡他の参考資料をふくめて,質問，

コメント，および示唆を歓迎する。

＊＊＊＊＊＊＊

IvanFcllegiとJacobRytonによるスイスの迦邦統計局（FSO:FederalStatistical

Office）とスイス統計局についての評価は，国家統計局の管理者が自主的に，他の国の同

僚に検討を行うことを求めた般初のよく知られた例である。この結果報告智APeerRevieFr

orthcSwissSt【Itistic画lSystcm（htIp://www・stKuIistik.`,｡､in.）は．スイス統計制度

の強さと弱さを叙述し，改善に向けての挺案と勧告とをまとめている。Ｆ⑱l1cgjとＩｌｙｔｅｍ
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は，次の３つの質問一すなわち，この制度が生じてくるニーズに対して鋼麺する点で，ど

れだけ狐整可能か，この制度は,既存のクラィエントのニーズに対応する点で，どれだけ

効率的か，この制度が，品質と客観性の角度からどれだけ信用できるか_を中心にして，

この制度の内部の者と外部の者の両方に対して，非常に多くのインタビューを行った。こ

れらの質問に答えるために，鰭評者たちは，法律的および制度的環境の堅固性，ＦＳＯの生

産物の侶頼性，それが自由に処分できる手段（massedeanoeuvre：すなわち予算，人員，

梅威者との接触)．その氏名を遂行するためにＦＳＯが開発した装置の十分性，を評価した。

EElversandbRosenは,EncyclopediaofStatisticalSciences,に発表された"Quality

Concep（「orOfficjalStatistjcs”（http://dsbb･ｉｍｆｏｒｇ/Encyc・ｐｄ）の章において，統

計の品質を，統計が配布されて後に，ユーザーの統計惚報に対するニーズと期待に対して

どれだけ十分に見合っているかであると言いながら定義している。著者たちは，ユーザー

が利用する統計の品質を評価できるようにするためには,政府統計の生産者は,利用者が，

そのニーズと期待に統計がそれだけ十分に見合っているかの見方に影響を与える統計のあ

らゆる側面について中立的な叙述的情報を提供するべきことを示している。彼らはこの情

報は，内容，正硫性，速報性，一貫性（特に比較可能性)，入手可能性，明碗性として躯定

される主要な品質榊成要素から組織されるべきことを示唆している。この著者たちは，主

な品質栂成要素とその下位の楠成要素についての定義を提供している。彼らは，統計界に

は，下位の柵成要紫が何であるべきかについての広い合意はあるが，主な品質柵成要紫の

下にどうグループするかについての普遍的な合意はないことを強鯛している。

Ｗ､｡e・Vriesは，その鎗文「われわれは.どうしているか？国家統計制度のパフォー

マンス指標」（http://dsbb,imforg/､1..pdr）において，国家統計局のパフォーマンスを

評価するためのシステム・アプローチを提案し，統計システムの品質とその生産物の品質

の間には商い相互関係があるという見方をとる。ＤｅＶｒｉｅｓは，ＮＳＯのパフォーマンスを評

価するための一般的なフレームワークとして，国連の政府統計に関する基本原則を使い，

各原則の簡単な鋭明を提供し,各原則に関連したいくつかの燥作的な問題を提起している。

Ｇ・Brackstoneは，「統計の機関においてデータの品質を管理する」（ht(p://dsbb・imf

org/scpappdf）という鑓文において，国家統計機関（NSO）が中心的に没頭するべきこと

として，品質への注目を強調する。著者は，品質をクライアントによる利用への適合性を

反映する統計生産物の側を包含するものと定袈し，国家統計機関が関心をおく必要のある

品質の６つの次元を示唆する。彼は，品質次元の各々を検討し，各次元の内部で，管理す

る必要のあること，それを管理する際にどんなアプローチが使われるべきか．そのパフォ

ーマンスはどのように評価できるのか,を鍋定している､認定した６つの品質吹元を総合し
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て，Brackstoneは，1つの国家統計機関における品質の管理への包括的アプローチを提供

するために必要な共同的（corporate）制度を示唆する。

瞼文“QualityWorkandConflictingQualityObjectivcs”

）において，Ｔ・HoltとＴ・Jonesは，データの品質の多面的（

側面を強剥し，正確性（accuracy)，適合性（relevance)，一貫性と整合性（coherenceand

consistcncy),継統性(continuityl速報性(timeliness),アクセス可能性(accessibility)，

および修正可能性（revisability)として認定される稲々の側面を叙述する。薪者は，整合

性と速報性の間の矛盾のように，データの品質の異なる側面のIHI】に生じる幾つかの矛盾を

強調し，トレードオフが行われなければならないことを強調する。

BalanccofPaymentandlnternationallnvestmentPosiLion0Australia：conceptsp

Sources,andHethods(1998）（http://dsbb・imforg/aus,htm）という題名のオーストラリ

ア統計局（ABS:AustraliaBureauofStataistics）という出版物の”ＤａｔａQuality~につ

いての章は，データの生産者が行ったデータの品質評価の１例である。この章は．統計に

おける品質に閲するABSの次元として，正磁性，修正可能性，速報性，適合性，包括性，

アクセス可能性，をリストしている。各次元の概念は簡単に示されており，1998年のオー

ストラリアの国際収支と国際投資の状況に''1Ｉするデータの品質が,これらの次元に照らし

て評価されている。
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1.2IMFスタッフによるデータ品質についての進行中の作業

IMFの統計部門は，マクロ経済のデータの品質を評価する際に利用できるフレームワーク

を発展させるプロジェクトを行っている。この作業は反復的で協議的な仕方で進められて

いる。論文その他の資料が入手できれば，特にコメントを歓迎したいし，それらはデータ

品質参照文献サイトに掲戟されるであろう。

AccuracyinndReliabiIitv：ANoteBascdonADproachesUsedi、Ｎａｔｉｏｎａｌ

AccountsandBalanceorPavmentsStatistics″（Februarv2002 この縮文は，国

民勘定と国際収支の両方の正確性と信頼性に４つのアプローチ，すなわち，統計のズレ，

他のデータとの比較，改定の分析．そして判断評価，から光をあてている。

。‐ＦｏｕｒｔｈＲｅｖｉｅｗｏｆｔｈｅＦｕｎｄｏｓＤａｔａＳｌａndards,Ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅｓ：SuDnlementontheData

iJualitYAsscssmentFramework″（Ju1v200］ IMFの執行委員会に提出されたこの

論文は，データの品質を評価する方法を概説している。評価方法の適用が，標遜とコード

の観察報告（ROSCReportsontheObservanceofStandardsandCodes）とデータモジ

ュールをふくめて論じられている。

ＰＦｕｒｔｌｗｒ
戸

ＤｎｔａＱｕ副ｌｉｔ Ｍａｖ２００１stGpsTowardaFramPworkrorAssessin2

この論文は，ストックホルム（スウェーデン）で2001年５月14-15日に開催された政府統

計における品質に関する国際会雛（thelnternationalConferenceonQualityinOfficial

Statistics）で発表された。

この論文

は下に示した論文に基づいており，データ品質に関するＩＭＦの現行の作業を促進する刺激

を論じ，ＩＭＦが行った反復的・協議的な形の過程から生まれたデータ品質評価のフレーム

ワークを示し‘とりあげたアプローチへの－職のコメントを求めながら，このフレームワ

ークを更新するためのこの先の作業を論じている。このフレームワークは，機関一統計を

生産し配布する上位の榔造一の品質と個別の統計生産物の品質を総合している。この論文

は「軽い」評価ツール・アプローチをふくめて，このフレームワークの可能な応用を論

じ，このフレームワークの実際的応用例を示している。

"ＷｈａｔｉｓＤａ【ａQuality？ADistillationoTExpcricnc⑰‐（Aulgust2000

この論文は「データ品質とは何か？」というINI題への何らかの見つけるためと，データ品

質を示す要素あるいは重要な特徴をひきだすために，統計システムと統計的生産物の検討

の例を検討している。この鵡文は，データ品質を評価するフレームワークに向けてのＩＭＦ

のスタッフの作業を叙述し，基準と検討された標本の重要な特徴に照らして，開発中のフ

レームワークの有効性に関する＝メントを求めている。
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1.3データ品質に関する会議と会合

2001年シンポジュームカナダ統計局が支援者となった,方法論的見地から統計機関に

おけるデータ品質の達成に関する会議が，２００１年１０月17-19日に，カナダのオッタワで

開かれた。この会議はデータの品質に関する挑戦蝶題に，特にデータの正確性の見地から

対応することに焦点をおいた。この会議の情報は次のウエプサイトから獲得できる。

www・statcan･Ｃａ/enjdish/conferences/symEQsjum20ql

国際統計協会（ISI:InternationalStatisticallnstitute）：ISI第53回会期は，2001

年８月22-29日に韓国のソウルで開かれた。「招待輪文セッション」には，カナダのGordon

JBrackstone,が組織した，統計機関における品質プログラムについてのセッションがあ

り，国家および国際統計機関によるデータ品質へのアプローチを詳細に述べた鵠文がふく

まれていた(sessionlPM12)。情報については，次を参照。

・政府統計における品質に関する国際会議が，2001年５月14-15日にスウェーデンのス

トックホルムで開かれた。この会議には政府統計の分野での品質問凹に111Ｉする現在の考察

を示す鵠文が持ち寄られた。鵠文は多様なトピックス，すなわち，品質管理モデル，品質

の概念，品質の測定などに及んでいた。論文は，次のウエプサイトに掲示される。

www・ｑ２００Ｌｓｃｂ･ｓｅ．

統計の品質セミナー２０００が2000年１２月６－８日に大韓民国，斉州島で開かれた。このセ

ミナーは，ＩＭＦと韓国国家統計局の共同主他のものであった。このセミナーは，統計の品

質評価への傾向やアプローチ，政府統計の品質を評価し改善する点での各国の経験をふく

めて，広い範囲の問題をとりあげた。このセミナーでの鵠議の要約は，インターネット上

で入手可能なIMFサーベイの2001年１月８日号での

手に入れることができる。このセミナーで発表された論文は，凶ww・nHo､９０．ｋr・のセミナー

のウエプサイトを通じてアクセスできる。
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1.4関連サイトへのリンク

国連の政府統計における優れた実践（UnitedNaLionsGoodPracticesin

OfficialStatistics）

http://esaun・ｏｒg/unsd/goodprac/bpabouLas

このサイトは，政府統計の基本原理についての参照資料を提供している。それは，各原

理の背後にある基本的要素について詳しく述べ，この原理の多様な要素を実施するために

各国が行っている政策や実践の諸例を提供している（適切なところには，対応する統計機

関のウエプサイトヘのハイパーテキストのリンクがふくまれている）。

国連統計における方法論的刊行物（UnitedNaLionsMcLhodologicalPublicationsin

Statistics）

国連経済社会問題局統計部は，統計における方法鰭的刊行物についての，他の者が掲載に

寄与できるデータベースを運営している．このデータベースは，２つの部からなっている,、

１つは計画されたあるいは現在進行中の作業についての情報をふくむ「進行中の作業」の

部と，以前に採択された統計基準や出版された方法論的作業についての詳細や注釈を提供

している「終了した作業」の部である。

新ヨーロッパ統計システムの品質宣言

（QualityDeclarationofLheEuropeanSLatistica】System）

ヨーロッパ統計システム（ESS）での品質の改善を達成するという狙いをもって，品質に関

するリーダーシップグループ（LEC）は，ＥＳＳの品質宣言を作り上げた。この宣言は，次の

リンク，″LeadershipGroup（LEC）ｏｎQuality"をクリックし，左端の枠をスクロールダウ

ンし，付録１へ，で入手可能である。

ttp://amrads,ｊｒｏｉｔ/WPs%20paHes/Qualily/qualitv.ｈt、
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